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大沢：こんにちは。見えますでしょうか。よかったら、

まず今日は、あ、こんにちは。ありがとうございます。

わあ、うれしい。あ、大熊さん、こんにちは。さやま

さん、こんにちは。聞こえますか。大丈夫ですか。 

 

今日は、継続的に売上を上げるオンライン講座の作り

方っていうことでお話ししたいと思います。 

 

はい、上野さん。こんにちは。よろしくお願いします。

小笠原さんもこんにちは。よろしくお願いします。秋

山さん、こんにちは。よろしくお願いします。花澤さ

んもこんにちは。 

 

あ、大熊さん、聞こえてますね。よかったです。花澤

ハナザワさんも聞こえてますね。よかったです。佐々

木さん、こんにちは。亀本さん、こんにちは。酒井さ

んもこんにちは。あ、よく聞こえますね。よかったで

す。藤村さん、こんにちは。よろしくお願いします。

あまがいさんもこんにちは。よろしくお願いします。

続いて佐々木さん、森さん、こんにちは。よろしくお

願いします。 

 

え？聞こえない？もし聞こえないって方は、聞こえな

いって言ってください。あまりにも多いってことは、

これ、音声チェックから、ちょっとしたいなと思いま

すので。 

 

あ、こんにちは。Jemmilin さん、こんにちは。よろし

くお願いします。魚住さんもこんにちは。聞こえます

かね。大丈夫ですかね。聞こえないっていう方がいら

っしゃったんですけど、大丈夫かなと。あ、吉田さん

もこんにちは。よろしくお願いします。あ、藤田さん、

こんにちは。よろしくお願いします。Mioko さんもこ

んにちは。よろしくお願いします。あ、さやまさん、

聞こえますね。 

 

既にもう 40 人超えましたね。そろそろいきましょう

か。あ、よかったです。よかったら、こういうことも

ぜひ、今日は、あ、すごいでかいですね、やりたいん

ですけど、よかったらこういう、「シェア」「超いいね」

お願いしていただければ。たくさんの人に、今日のこ

のオンライン講座が届けたらいいなと思うので、もし

よかったらシェアとかしていただければうれしいで

す。 

 

ちょっと待ってくださいね。これ、ちょっとこっちに

しようかな。これぐらいにします。よかったらお願い

できたらいいなと思いますんで、よろしくお願いしま

す。 

 

それでは、さっそくスタートしたいと思います。今日

は Facebook Live と YouTube Live、同時でやってい

ます。今日は、YouTube も YouTube で、今、同時配

信してますのでよろしくお願いします。 

 

では、さっそく今日のゲストっていうことで、前田出

先生にお越しいただきます。前田先生は 8 年間、私も

協会を作って、こうやってオンラインにできたの、ほ

んと前田先生のおかげで、今日の黄色い本があったん

ですけど、その出会いで、私も協会っていう、理事長

っていうポジションをつかむことによって、ほんと今、

今日も認定講師の方たくさん見ていただいてるんで

すけど、ほんとありがたいことに、このコロナの影響

下でも、みんなと一緒に楽しく、昨日もすごくわいわ

いやってました。 
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で、やっぱり協会って、社会に良いことをしましょう

っていうことで、で、ちゃんと収益を上げましょうっ

ていうことだったので、それをずっと、その教えをず

っとやっていきました。今回、もうこんな、社会がす

ごく、もう激動のときに、やっぱり皆さんお困りなの

が接触できないっていうことで、今回前田先生と、教

育ビジネス、要は協会ビジネスの第一人者なので、と

にかくオンライン講座をきちんとですね。で、今、す

ごい Facebook とかでやられてるんですが、きちんと

こういう中でもビジネスとして成り立つにはどうす

ればいいかっていうことで、今日お話しして、皆さん

に少しでもお役に立てたらなっていうことで前田先

生をお呼びしてますので、よろしくお願いします。そ

れでは、よかったら、拍手じゃなくて「超いいね」で

お迎えしていただけるとうれしいです。 

 

では、あったまったところで前田先生に来ていただき

たいと思います。それでは前田先生、よろしくお願い

します。聞こえますでしょうか、前田先生。 

 

前田：こんにちは。 

 

大沢：よろしくお願いします。 

 

前田：聞こえますか。 

 

大沢：はい、大丈夫です。 

 

では、いきたいと思います。では、さっさくですけど

前田先生、よかったら自己紹介のほうからお願いしま

す。 

 

前田：はい。よろしくお願いします。 

 

私は 2008 年に、協会を作ろうっていうことで協会ビ

ジネス。で、もともと日本には、お花とかお茶とかっ

ていう家元制度っていうのありましたよね。 

で、その家元制度っていう仕組みを新家元制度ってい

うかたちで、自分が講座を教える。その講座を教えて

てうまくいってる人が、それをきっちりとカリキュラ

ムにして、認定講師を育成して、自分では、年間で例

えば 100 人にしか教えられなかった人が、100 人の

認定講師作ることによって、1000 人とか 1 万人に広

げようということで、自分のコンテンツを、いわゆる

フランチャイズの仕組みで広げるっていうのを協会

ビジネスっていうモデルで作り上げて、それで、僕が

直接指導してるのが約 200 協会ぐらい。 

 

で、その中で、大沢さんなんかもそうなんですけど、

約 40 ぐらいの協会が年商 1 億円を超える。で、大き

いところになると、もう 5 億、6 億っていったところ

が出てきた。 

 

あと、ずっと言い続けたのが六つの報酬を与えましょ

うっていうことで、お金を与えるだけでなしに、目に

見えない報酬っていうことで、仲間の力であったりと

か、やりがいであったりとか、そういうことを作って

いくっていうことによって、最終的にその人の人間力

が上がり、その人と一緒にいたいというふうなものを

作れるっていうのをやりましょうっていうので協会

ビジネスっていうのを作りました。 

 

で、僕自身は株式会社コロネットっていうところで、

楽習フォーラム、楽しく習うフォーラムって書いて、

ビーズとかキルトという女性の習い事の先生作るっ

ていうことで、認定会員の人が約 2 万 5000 人いる組

織を持ってたんですね。 

 

で、この組織を作ったノウハウを基に、いろんな、整

体であるとか、コーチングであるとか、お菓子である

とか、いろんな分野に対してのを作ってきた。 

 

で、その仕組みっていうのは、今オンラインビジネス
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を始めようって言ってるときと、ものすごく似てるん

ですよね。 

だから、講座ビジネスっていう一つの仕組みがあって、

そこに一般社団法人とか財団法人って作れる。今まで

株式会社とか NPO っていう働き方しかなかったもの

に、一般社団法人っていう作り方ができるようになっ

た。そのときに、理事長さんっていうポジションを取

ろうよっていうものを提案したことによって、新しい

働き方を提唱する、その提唱する人になろうよって、

理事長っていうポジションをやったわけですね。 

 

で、今は強制的に、コロナという、この、いわゆる恐

怖、不安に駆られるもので、オンラインで働く働き方

しか、今、僕ら、講師をしてるとか、カウンセリング

してるとか、セラピストしてる人たちが働けなくなっ

た。これは一つ、2008 年に制度が変わったというよ

りも、もっと大きな社会的変革が起きたわけですよね。 

 

だから働き方自体が、僕はずっと言ってるんですけど、

ビフォアーコロナとアフターコロナって違うよねっ

ていう、もう劇的に働き方が変わると思うんですね。 

 

大沢：そうですよね。これで変わりますよね。 

 

前田：そのときに、2008 年の 12 年前のときに、著名

な著者たちで、すごい会社を大きくしてる人たちが入

ってきたんですけど、その中でうまくいった人って一

握りだったんですね。 

 

で、逆に、これからどんなのしようかとか、今、自分

一人でやってる、いわゆる一人起業家でうまくいって

る人たちが、協会ビジネスっていう仕組みを取り入れ

てやろうっていうことで、株式会社でもない、NPO で

もない働き方を作った。その人たちが、10 年、12 年

たって、みんなうまくいき、今回のぶんで言うと、す

ごく今、働き方で困ってる人たちっていうぶんで言う

と、店舗を持ってる、サロンを持ってる、もしくは従

業員を雇ってるっていう人たち。 

 

だから、その人たちがすごく困ってるんですけど、協

会の理事長さんたちっていうのは、そうじゃない新し

い働き方作ってたんで、この 1 時間ほど前も、今、協

会の理事長さんたち、大沢さんと一緒に十何人と話を

してたんですけど、みんなもう、このコロナをチャン

スと捉えて新しいことできるっていう人たち。 

 

で、今度は、このオンラインをやりだしたときに、僕

らは第一人者になれると思うんですね。だから、今が

ものすごいチャンスだと思うか、不安で駆られるかに

よって、すごく生き方が変わる。これからどういう生

き方をしていくのか、決めるのかっていうのが、もの

すごい大きな岐路に立たされてると思うんですね。だ

から、今ここで不安に駆られて、オンラインでもやろ

うかとか、オンラインしかないっていうことでやるの

と、すごいチャンスになったこのときに、私の新しい

働き方をこういうふうにするっていうのを決めるの

で、全く違う人生が描けると思ってます。だから、こ

れを聞いてる人は、今がチャンスだと。 

 

だから、このチャンスを、こういうふうにやろうって

いうときに、あとでお話ししていきますけど、ただ単

にオンラインをしなければいけないんで不安に駆ら

れて、何をやろうと思って、テクニック、スキルばっ

かりを追いかけてもうまくいかない。 

 

だからこれからは、僕は、最初に成功する未来を描き、

これ、協会作るときもずっと言い続けたんですけど、

どういう成功する未来を描くか、その未来になるため

に今何するかっていう、先に成功した未来の絵を描き

ましょうよって。 

 

だから、今、僕らが一番最初にすることは、このオン

ライン 100％の働き方がどのぐらい続くのか、そして、

そのあとの世界で私たちはどういう働き方をして、ど
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んな成功を収めるのかっていう、この未来を描いて、

その未来になるために今何するかっていうのを決め

るときだと思うんですね。だから、そういうことをす

るっていうことを、今日はちょっと皆さんにお伝えし

たいなと思っています。 

 

大沢：いいですね。 

 

前田：自己紹介が、もう中に入ってしまいまして（笑）。 

 

大沢：（笑）。大丈夫です。いつもこんな感じでやって

ますので。皆さん、いっぱいコメントを、もうコメン

ト拾えない感じなので、もうそのままいきます。 

 

で、さっき前田先生に自己紹介からいろいろお話しし

ていただいたんですけど、私も 7 年前に協会スタート

したとき同じことだったなと、今、振り返って。で、

当時も、私の会社、エステだったんですけど、すごい

大変で、もう変わらざるを得ないっていうね。 

 

株式会社だけでは、もうこの先、先がないなと思って、

今のコロナと一緒で、もうやるしかないっていう状況

で。 

 

で、そのときに、私もやっぱり同じことを前田先生に

言われて、ピンチがチャンスだなと思って、私は思い

っきり、当時、もう社員を雇うことが当たり前で、社

員に動いてくださいっていう株式会社のモデルを、も

う真逆の協会モデル、要は認定講師さんにお願いして

広げてもらうっていう、今考えたら真逆だったんです

ね。そのことをすごく思い出して、今回も、リアルか

らオンラインにやっぱり変わらなくちゃいけない。 

 

もうほんと、私もやってて真逆だったんだなっていう

のを思うんですけど、そこも含めて、今、皆さん、す

ごくオンラインやられてると思うんです。そこら辺の

注意点だったりとか、前田先生が思う、さっきピンチ

がチャンスって、私、書いたんですけど、こんなとき

に、先ほど、成功する未来っていうのと、あと何かお

話ししていただければなと思いますんで、よろしくお

願いします。 

 

前田：だから未来を描くときって、自分が、ほとんど

の人って、今、ニュースをずっと見続け、ネットの情

報であったりとか、テレビであったりとか新聞読んで

も、もういわば暗い気持ちにしかならないようなニュ

ースしかない。 

 

そのときに、1 人で未来を描いて希望の未来を描くっ

て、ものすごいやっぱり難しいんですよ。だから、や

っぱり一緒に、誰とこうなりたいよね、それすごい、

面白い、こんなふうにやろうよ。例えば初めてハワイ

へ行くって言ったときに、ハワイに行こうよっていっ

たときに、ハワイでこんな遊びをする、こんな楽しい

ことする、こういうことをやりたい、こんなもの買い

たいっていう未来を 1 人でやるよりも、誰かとしゃべ

りながら、そして一緒にわいわいがやがや、こんな未

来を描くっていうことができたら楽しいですよね。 

 

だから今もそうだと思うんですよ。オンラインを講座

を作るっていっても、オンライン講座って今までやっ

たことないのにどうやって作るんだっていったとき、

こうやったら、成功したらすごいよねっていう同じ夢

を持った人たちと語れるっていうのがものすごい大

事になる。だから僕は、ずっと言い続けてるのは、オ

ンライン講座をする成功の秘訣は、高額講座を作るこ

ととコミュニティを持つこと。 

 

大沢：高額講座とコミュニティ。 

 

前田：オンラインでも高額講座を持たないで、無料講

座とか 3000 円の講座をやってても絶対に収入が増え

ないし、それで今までのリアル講座とやってたのと同

じような収入を上げることはできないとしたら、オン
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ライン講座でも、僕は 1 時間 1 万円取れる講座を作り

ましょうっていうふうに言ってるんですね。 

 

だから、どうしたら自分の事業計画で、今までやって

た、もしくは今まで以上の収入を上げられるか、その

働き方ってこんなんだよねっていうのを語る仲間が

いる。それと、その高額講座を作るっていうための仕

組みが要る。みんな今、猫も杓子も Zoom やの、これ、

StreamYard やったっけ。 

 

大沢：これ StreamYard です。 

 

前田：StreamYard とか Facebook Live とかっていう

かたちで IT スキルを学ぼうって一生懸命になってる

けど、IT スキルはあくまでもツールで、このツールは、

なければ車の運転ができないっていうのと同じよう

に、必要なもんだけど、これを身につけたら何かがで

きるっていうわけじゃないんだよね。 

 

だから、僕は絶対に、今回のタイトルになってる継続

的に売上を上げるっていう、これを、仕組みを作る。

で、僕はもう、ずっと、設計しましょう、設計図を先

に描きましょうっていうのを言い続けてます。 

 

大沢：でも、今日はこういう設計図の作り方まで、ま

あ細かくは、言ってると、もうすごい時間がかかるの

で、ポイントだけ前田先生からお伝えしていただきた

いと思っています。なので、その前に、前田先生の、

まず協会のミッションとかもあるので、実際前田先生

が掲げてることを話してもらったほうが。どちらがい

いでしょうか。作り方からいきますか。 

 

前田：ミッションとビジョン、今やってる。自己紹介

が途中で違うとこいってもうただけ（笑）。 

 

大沢：（笑）。じゃあこっちいきましょうか。こんな感

じです。これですよね、前田先生の。 

 

前田：はい。 

 

僕は協会ビジネスを作ったあと、協会ビジネスでは、

先ほど言いましたように、新しいビジネスモデルだっ

たので、それをやるときに未来から逆算するっていう

ことで、協会を作って、こんな働き方をしたい、自分

だけじゃなしに、認定講師をこんなに幸せにしてあげ

たいっていう、描ける理事長さんたちが、結局この 10

年たって、成功してるっていうのがものすごくわかっ

たわけですよね。 

 

で、そのときに、幸せな理事長、幸せな働き方してる

企業家って何なの？っていったとき、自分の事業が成

功してるのと同時に、自分のプライベートを含めて人

生がうまくいってるっていうことなので、人生をうま

くいくための仕組み作りっていうことで、今回ベスト

ライフアカデミーっていうのを 2 年前に作って、新し

く、このミッションとビジョンを掲げました。 

 

ミッションは「応援する人が、豊かになる社会を作る」。

そしてビジョンは「目を輝かせて、夢を語る大人が恰

好いい！と自慢できる日本にする」っていうことで、

こういう人たちが増えていくと、すごい日本って楽し

い国になり、僕らが楽しくやってることを見て、子ど

もたちも、早く大人になりたい、大人になって、ああ

いう夢を語れる人になりたいっていうのができたら

いいなっていうので作ったのが、このベストライフア

カデミーという協会です。 

 

で、今回はここで、サクセスナビゲーターという、最

高の人生を生きるナビゲートする人を作った。それと

もう一つは、そこから、コミュニティってすごく大事

なんだよねっていうので、ビジョン型コミュニティ実

践会という、コミュニティの作り方を一緒に学ぼうよ

っていうのをやってた。 
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で、そこの中から今回は、ずっと働き方としてオンラ

インを取り入れようというので言ってたので、そのシ

フトしてったのが、大沢さんとやりだしたのが去年の

10 月ぐらいかな。 

 

大沢：はい。10 月ぐらいからオンラインにも移行しま

したね。 

 

前田：それをやってたので、今回の部分で、もともと

いろんなオンラインのやってたものと含めて、すごい

ノウハウもたまってるので、皆さんに紹介しようかな

っていう感じですね。 

 

大沢：ありがとうございます。 

 

ちょっとここまで、たくさんの情報。まず最初に未来

を決めるっていうことと、私もやっぱり、この変革期

に皆さんどういう働き方とか、皆さん、どのように変

えてるかをちょっとお聞きしたいんですけど、結構コ

メントもいただいてるんですけど、やっぱりみんな変

革期だなって多分気づいてるんですけど、さっき、ち

ょっと質問したいんですけど、皆さん、コミュニティ

をお持ちの方ってどれぐらいいらっしゃいますかね。 

 

私はやっぱり、前田先生、ずっとコミュニティが必要

ですっていって、私もそうなんですけど、今回、協会

ビジネスって、もうほんと、認定講師のコミュニティ

なので、ほんとコミュニティビジネスなので、やっぱ

りこういう不安になったときでも、常にコミュニティ

がつながってるので、すごく、昨日もそうだったんで

すけど、80 人ぐらいで、みんな Zoom で、Zoom で

どうやってサロンやろうかって、ほんとここだけは温

かい感じだったので、やっぱりコミュニティのすごさ

っていいなって思ったんですけど、皆さん、コミュニ

ティってどうでしょうか。お持ち？ 

 

あ、「持ってます」って。あ、ここにもちょっと書いて

ました。そうですね。ライブはあくまでもツールです

ね。国広さんも「コミュニティあります」っていうこ

とで。花澤さんも「コミュニティあります」。 

 

結構最近、やっぱり皆さんコミュニティをお持ちなん

ですけど、前田先生が、もうベストライフアカデミー

を、さっきのあれで言うと、2 年ぐらい前からコミュ

ニティをっていう。 

 

で、これからの、きっとこのコロナ時代っていうのは

コミュニティがないといけないっていうことで、ちょ

っとコミュニティのお話をいろいろ教えていただき

たいなと思ってるんですけど。 

 

前田：もともとコミュニティって言った場合は、協会

ビジネスもそうだったんですね。協会を作るときに、

うまくいくっていうぶんは、先ほど言った、理事長が

いて、認定講師を育成する。で、その認定講師が活躍

してくれるっていうことがビジネスモデルの根幹に

なるので、認定講師とコミュニケーションを取る。そ

してそのためには、認定講師になって終わりじゃなし

に、認定講師になってから始まりっていうビジネスモ

デルだったので、コミュニティを持つっていう、協会

でうまくいく人、イコール、コミュニティをうまく運

営できてる人っていうことだったので、僕はもう、ビ

ジネスにコミュニティはものすごい必要だなってい

うのを思ってたんですね。 

 

で、今回オンラインに切り替えるときも、猫も杓子も

Facebook Live とかやりだしたとき、見たら、ものす

ごくさみしく 1 人でしゃべってる人もいれば、すごい

にぎやかになってるっていうのは、やっぱりこのコミ

ュニティの力っていうのはものすごい大きいなと。 

 

みんなで応援し合うぶんがあって、出す。だから、応

援されたい、されたいの前に、最初に自分がギブをし

たかっていう。 
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で、僕らは、今、よくやるのは、今日どんなギブをし

ますかっていうことで、今まで夢リストとか、こんな

ことしたいっていうぶんは、いわゆる書いたものって

テイクリストなんですね。私は何々をして、こんなも

のを手に入れたい、こうなりたいっていう、全部テイ

クリストを書いてたんですけど、テイクをする前には

ギブアンドテイクのギブがあって、何かを与える、何

かを行動するっていう、誰かのために何かをするって

いうことをしたことによってテイクができる。 

 

で、その場合に、ギブしましょうよっていうものをや

って、今、僕が大沢さんたちがやってるぶんのコミュ

ニティの中では、ギブリストを作りましょうっていっ

て、今日はこんなギブしました。 

 

大沢：そうですね、みんな、こんなギブ。 

 

前田：だから、ギブをたくさんした人がやっぱり応援

されるから、今の状態になって、お金持ってても家に

閉じこもっててさみしい人もたくさんいれば、仲間が

いるので、すごい働き方は全く変わったけど、自分の

中では充実が、緊急事態宣言出ても充実してる人って

いうのは、基本的に今までいっぱいギブしてた人だと

思うんです。 

 

だから、コミュニティができてるのが循環してうまく

回る。で、それが今度は、私、こんなビジネスをする

よとか、こういうことをやるよって言ったら応援され

る人になってる。だから、応援してほしい、応援して

ほしいって言うならば、先にみんなの応援しようよっ

て。 

 

それも、何々するためにじゃなしに、もう 1 段高いも

のを持って、僕はよく、夢、志って言ってるんですけ

ど、初めはみんな、言ったように、テイクリストの欲

で、こんなことしたいよねっていう、こんなことした

い、こんなものが欲しいっていうのから始まるんだけ

ど、次に、やっぱり誰かのためにっていったときに、

自分の家族のためとか、自分の仲間のためとか、自分

のお客さんのためとか、どんどん誰々のためっていう

ものがなってきて、で、それをもっと社会のためとか

いうことになってくると、志っていう部分になってく

ると思うんですね。だからそれが、すごい、言ってる

ことに共感する人が集まってくる。 

 

で、僕は今、ビジョン型のコミュニティって言ってる

ぶんは、今の時代になると、こんなことできたらいい

なっていうのが、私が例えばポルシェを持てたらいい

なっていうのはなかなか共感してくれない。ヴィトン

のバッグが欲しいは共感してくれないけど、こんなに

困ってる人たちとか、こんなになりたい人がこうなる

ものを作りたいですっていう手を挙げる人、それが僕

はコミュニティを作れる人の一番の条件だと思うん

ですよ。 

 

だから手を挙げるときに、誰かのためにとか、こうい

うふうになりたい人たちがこうなったらいいよねっ

ていうのを言える人が、僕はコミュニティリーダーに

なれると思うんですね。 

 

大沢：そうですね。私も最近ずっと、応援される人が、

今回のこの「応援する人が、豊かになる社会を作る」

っていうミッションを今回前田先生が書かれて、その

中でずっと学びするときに、やっぱり応援したくなる

人って応援してるので、さらに応援したいし、この人、

何かが欲しいから応援してるんだなっていうのはや

っぱりわかるし、そういう意味では、これから、今回

このコロナの件でも不安に遭われてる人はやっぱり

応援してなかったし、この時代でも、今の時代でも、

豊かな人ってやっぱ応援してるなっていうふうに思

います。 

 

前田：不安になる人って、全部自分に視線が向いてる
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んですよね。だから逆に言うと、誰かをこんなにして

あげたいとか、今の時代だからこうやりたいとかって

ものを見るっていうぶんを誰かのためにとかって見

たら、不安って結構減ってくるものがある。どうして

も守ろう、守ろうとか、自分っていうものにだけ視線

向けてたら、不安ってどんどん増えてくるけど、この

人たちをこうしたいとか、こうなったらいいよねって

いうことが、誰かにっていう外に矢印向くと、結構希

望に変わってくる。 

 

大沢：いいですね、これ。ほんとそうですね。今すご

い、みんな不安、不安なのは、不安っていうのは自分

のことですよね、やっぱり。だけど、希望を与えてる

人はいっつも外を見てる人です、自分よりも。だから

満たされるんですよね、自分の心が。 

 

やっぱりこれはすごい。やっぱりそういう意味では、

今回の応援する仕組み。 

 

なので今回も、今日の本題である継続的にするって、

瞬間的には結構売上上がるんですけど、継続的になる

ために、やっぱり応援がないと継続的にならないなっ

ていうのはあるので、後半はそんな、ちょうど 30 分

たったので後半にいきたいんですけど、皆さん、今ま

での流れで、何か自分で気づきがあるなっていうこと

で、よかったらアウトプットしていただきたいなと思

います。アウトプットすることによって、自分で打っ

たりとか、スマホだったら文字で打つことによってす

ごく学びが深まるので、ただ聞いてるだけではなく、

コメントに入れていただけるとすごくうれしいです。 

 

じゃあ、あ、国広さんとか、「みんなに応援されてます」

とか、いいですね、「とても充実してます」とか。あと

「応援したくなる人は、応援してる」とか、「誰かのた

めになると不安じゃなくなる」。そうですね。もうこん

な感じですね。あと、夢とか志の話とか、いろんな感

想をいただいてます。 

 

なので後半は、これから継続的に売り上げるオンライ

ン講座の作り方なんかを話していきたいなと思って

いますので、よろしくお願いします。なので、コメン

トに随時入れていただければ、私のほうがあとで読み

上げますのでよろしくお願いします。 

 

あ、「前田先生、そのとおりですね」っていう。「まさ

にギバー」。最近よく言いますね、ギバーって。あと「気

持ちが外に向かうと満たされる」。これ、いい言葉です

ね。「気持ちが外に向かうと満たされる」。あと「誰か

のためにすることで不安じゃなくなる」。そうですよ

ね。これ、そうだな。 

 

私も今、ずっと認定講師さんといろいろアウトプット

の練習してると、何かコロナのこと忘れるぐらいにな

っちゃいますよね。だからもう、あ、コロナだって、

テレビつけたら、今、感染者がどんどん広がってます

みたいな感じなんですけど、やっぱりそれはそれでち

ゃんと事実は認めなくちゃいけないけど、それで埋も

れちゃうと経済落ちちゃうんで、皆さんで頑張ってい

きたいなと。 

 

あ、「新家元制度の意味をたくさんの人に」、いいです

ね。 

 

あと土井さん、「誰かのためにが希望に変わる」、いい

ですね。「今はギブしてきた人が困らずに済んでる、ま

さにそのとおりだと感じています」っていう。 

 

「仲間がいるから不安ではなく、楽しい気持ちで新し

いことにチャレンジできたり、不安なことをシェアす

ることで心が落ち着いたり、同じ志の仲間がいること

が何より」。ありがとうございます、花澤さん。 

 

佐々木さん、「みんながいると気持ちが安心します」。

そうですよね。ほんと安心しますよね。何かを与えな
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いと、与えないとじゃなく、同じ志を持った人とつな

がるだけで、すごく落ち着くとか、ほんとの一番の癒

やしのような気がします、私は。 

 

「周りにもギブの人がいっぱいです」。いいですね、こ

れ。とか、あと「不安になったら誰かのために」。あ、

これ、ちょっと今日の格言です。 

 

不安になったら自分のことしか考えてないっていう

ことです。自分に矢印を向いてる人。しかし、不安じ

ゃなくて満たされてる人は、いつも外に、自分のこと

じゃなくて、人のためにとか誰かのためにやってるっ

ていう意識のことっていうのがすごく。 

 

「意識の伝達ですね」。そうですね。「ギブしている人、

今、充実してる。そんな方が周りにたくさんいるし、

私も感じます。前を向くことができます」。いいですね、

これも。「かおり先生がギブだから」。 

 

いいですね、かおり先生。上野さんが「不安定な時代

なので、軸は必要だと感じます」。そうですよね。ほん

と軸って必要ですね。続々とちょっときてるので、じ

ゃあ続いていきますね。 

 

じゃあさっそくなんですけど、後半いきたいなと思い

ます。では後半は、継続的に売上を上げるオンライン

講座の作り方っていうことを、具体的にちょっと前田

先生のほうからお話ししていただきたいなと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

前田：先ほど何回も言いましたけど、オンライン講座

っていうのを始めるときに、一番最初にすることは設

計することなんですね。どんな講座にするか、未来を

決めるっていうので、自分はどうなりたいのか、どん

な働き方をしたいのかっていうことになる。 

 

ビフォアーコロナのときって、私たちの働き方ってほ

とんどの人が、90％、80％がリアルの講座だったんで

す。で、今は強制的に 100％オンライン講座っていう

ことになった。 

 

で、先ほど言いましたように、オンライン講座に、や

らなければいけないとか、オンライン講座を脅迫的に

何かやるんじゃなしに、このことをチャンスと捉えて、

今まで上にすごい人たちはたくさんいたんだけど、こ

の人たちもオンライン講座で大したことしていない

と。 

 

だったら今から同じスタートラインに立ったんだと

思える人。逆に言うと、失うもの、私あんまりないん

で、今から、もうこれに懸けてやろう、で、こんなこ

としたいと思うっていうマインドがあれば、こんなこ

とができるよね、1 年後、私、こんなになってるよね、

3 年後、こんな働き方ができてるよねっていう妄想で

きる人がこれから勝つと思うんですね。 

 

だから、この前さんまがテレビで言ってたんやけど、

おまえら、そんないろんなこと心配するんやったら笑

えと。結局笑える人が、僕は、真剣になるっていうの

と深刻になるの違うっていわれるように、真剣になっ

てるときでも笑えるんですよね。でも深刻になったら

笑えない。 

 

だから今、コロナで何かを、心が不安になってしまっ

て深刻になってしまったらだめで、オンラインに真剣

に取り組むときなんですね。で、このオンラインで、

私が 1 年後、3 年後、10 年後こうなるっていう絵を

描いて、そのために今何するかっていうことを始める。 

 

僕、オンライン講座の一番最初にするぶんには、1 年

後どんな働き方してるの？3 年後どんな働き方してる

の？っていうことを決めて、そのときに、今何をする

の？っていう設計図を描くっていうことから始める

っていうの、はじめの一歩だと思います。 
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大沢：じゃあ設計図ですね。皆さん、設計図描かれて

ますか、オンライン講座をやられてる方。 

 

私も結構見てて思うのが、いきなりもう、オンライン

講座始めますって言って Facebook Live 始めてるけ

ど、結局無料でやって終わってて、いつの間にかいな

くなってる人いっぱい見ましたので、やっぱり設計図

ってすごく必要かなと思います。もう設計図ですね、

設計図。 

 

で、設計図って具体的にどのようなステップなのかっ

ていうのを、ぜひ、皆さん、きっと設計図、私もそう

だったんですけど、協会作るときに、ただ講座をずっ

と作ってるだけなんですけど、前田先生のほうから、

やっぱり協会も設計図がないとうまくいかないよっ

ていうのとか、例えばいろんな、家を建てるときに設

計図があるように、やっぱり講座もきちんと設計図が

ないとだめっていう話で、設計図を作ることによって、

今、自分は、もう講座をせずに協会が動いてる。 

 

で、ほんとありがたいことに、認定講師が全国で、北

海道から沖縄まで皆さんが活躍して動いてらっしゃ

る感じなんですけど、やっぱり設計図の具体的な描き

方っていうか、そういうことをよかったらお願いした

いと思います。 

 

前田：ちょっと図面を、パワポを出してくれますか。 

 

大沢：はい。 

 

前田：はい、次。このアフターコロナの働き方の次の

ページで。 

 

で、何かをするのかっていうと、最初から言いました

ように、成功することを決める。僕はラジオ、FM 

Tokyo で、400 人ぐらいの経営者にずっと、7 年間か

な、8 年間でインタビューしたんですけど、成功した

人って、成功することを最初から決めてるんですよね。 

 

だから最初に何するのかって、成功することを決める

んで、今回でいくと、オンライン講座で成功すること

を決める。 

 

そしたら、その成功したときの状態って何なの？って

いうのを、もう一番わかりやすいのでいくと、売上を

このオンライン講座でいくら上げるの？って、ここを

決めるときに、年商、例えば私はオンライン講座で

300 万上げます、私は 500 万上げます、1000 万上げ

ますってなったとき、単純なぶんでいくと、売上って

いうのは、客単価かける、客数かける、そして継続率

なんですよね。 

 

としたら、そのときに、オンライン講座始めますって

言ってて、オンライン講座で 3000 円の講座しかなか

って 300 万っていうと、何人？1000 人？ 

 

大沢：1000 人ですね。 

 

前田：1000 人の受講生を取らないといけないってい

うふうになると、自分の中でいくと、客単価を 10 万

円以上の商品をオンライン講座で作れないと、絶対に

オンライン講座だけで事業計画で収益を上げるって

いうことできないわけですよね。 

 

だから一番最初にするのは、オンライン講座を作ると

きに、オンライン講座のメイン商品を決めて、そのメ

イン商品を自分の中で、僕は時間単価 1 万円以上の講

座にできるかどうかっていうのが大きな分かれ道に

なると思います。 

 

だから、今オンライン講座作ろうと思ってる人は、自

分が時間単価 1 万円の講座を、もともとリアル講座で

ある人、その人は、それをオンライン講座に変えるこ
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とができるか。 

 

リアル講座とオンライン講座って全く作り方が変わ

ってくるんですね。これも大沢さんのほうがいろんな

ことしてるんでわかると思うんですけど、オンライン

講座をリアル講座のままやっても絶対うまくいかな

い。 

 

これから、その時間単価 1 万円、10 万円以上がない

人は、オンライン講座用で 10 万円以上の講座を作り

ましょうっていうのが一番最初に僕はやってほしい

なと思います。 

 

で、次に、その講座っていうのが見えて、今度は、そ

の講座を受けてくれる人誰なの？っていうのを、オン

ラインだけで受けてくれる人を探さないとっていう

ターゲットを決める。 

 

で、その人が時間単価 1 万円を出してくれるために付

加価値をどうつけるか、もうここに頭をどんどん絞り

込んで、最初にこれを決めてからすべてがスタートさ

せる。 

 

だから、本命講座、10 万円以上のオンライン講座を作

るっていうイメージがありますかっていうのをちょ

っとみんなに教えてほしいです。 

 

大沢：皆さん、いかがですか。やっぱりオンラインの

メイン講座が 10 万円以上、作るイメージ、皆さん、

ありますか。10 万円以上ですね。ここができないと、

どうしても皆さん 3000 円とか、よくあるのが、リア

ルが 5 万円だったから、オンラインは 3 万にしましょ

うって落としてる人、結構多いんですね。 

 

なので、もうその時点でオンラインとリアルを比較し

てるので、全く別物なんですね。オンラインはオンラ

インの良さがあって、リアルはリアルの良さがあるか

ら全然違うものなんですけど、やっぱりどうしてもリ

アルの悪いやつみたいな、そんな、価値が下みたいな

感じの作り方が多いので、やっぱそこができないとう

まくいかないかなと思うので、皆さんの中で 10 万円

以上のオンライン講座が、作るイメージがあるかどう

かっていうのがすごくポイントなんですけど、皆さん、

あるよっていう方は「超いいね」を押してもらいたい

し、あ、いますね。「1０万円以上の講座があります」。

いいですね。ここがちょっとポイントですね。 

 

前田：それがないと、逆に言うと、自分がイメージで

きないものは絶対売れないわけですよね。だから、自

分の中でこういうのを作るっていうのを決めて、その

ための設計図を描き、実践していくっていうことが要

るのに、ただ単に、オンライン講座をやらなければ、

そのためには Zoom をやらなければ、ライブをやらな

ければと思ってる人は絶対うまくいかないんです。 

 

大沢：そうですね。やっぱり思いますよね。不安でや

ってる人もいますもんね。もう不安に駆られてですね。 

 

前田：だからオンライン講座を作るときっていうぶん

は、言ったように、この 1０万円の講座を作ったら、

この 10 万の講座を、いかに付加価値をつけるか、こ

れを受けてくれる人って誰なんだろう、その人に見つ

けてもらうためにどうするんだろうっていうことを

作っていくっていう、その順番でやっていくってもの

すごい大事なんですね。 

 

大沢：なので、何人かは「10 万円、あります」とかい

う感じですけど、なかなかそうはいっても。ない方も

たくさんいらっしゃると思うので、ぜひ今回、前田先

生と一緒に講座の作り方でも、やっぱりすごく、1 人

ではなかなか難しいですよね。 

 

今までやったことない人は特にそうだと思うし、リア

ルしかやったことない人がそのままオンラインを1人
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でやるぞって、私はすごく、超難関かなと思います。

もともとイメージがないので、イメージないものをや

っても難しいと思うので、今コミュニティで、皆さん、

結構こうやって作られてる人がいらっしゃるので、ぜ

ひ仲間になっていただければなと思うんですけど。 

 

じゃあ続けて、またよろしいでしょうか。じゃあこち

ら。 

 

前田：はい。 

 

で、作る順番っていったら、ともかく自分がオンライ

ン講座で、オンライン講座オンリーで半年いくのか、

1 年間いくのか、このコロナっていう期間中の働き方

っていうのを決める。 

 

例えば半年間はオンライン 100％で、今までリアルが

90％、オンライン 10％やったけど、ここで 100％の

働き方決めたら、次に、アフターコロナになったとき

って 50％、50％の働き方しようとかっていう、自分

の働き方を決めるっていうのが 1 番目。 

 

そして 2 番目というぶんは、そのときに私は年商とし

て、この 2020 年の 4 月から 2021 年の 3 月までで年

商いくらにするのかって決める。これが2番目ですね。

で、そのときのメイン商品って何なのかを決め、その

商品の付加価値を上げるにはどうしたらいいか。 

 

だから付加価値の上げ方って、オンラインでは結構い

ろんなことつけられるんですね。なぜかというと、一

番は会場費が要らない。おっきいですよね、これ。 

 

大沢：大きいですね。 

 

前田：これ、なかなか講師デビューができないとか、

思い切ったことができない人って、すべては最初に会

場押さえないといけないんで、例えば 5 月 5 日に 20

人の会場押さえて、ここで講座しますっていったとき

に、会場費が例えば 3 万円かかりますとか、5 万円か

かります。 

 

で、20 人集めて、20 人のとこに 5 人とか 3 人しか来

なかったらどうしようって、この不安が先に集まって

しもうてなかなか踏み切れない。 

 

でも、オンラインなら会場費が要らない。で、極端な

ことを言うと、ゼロならやめればいいし、1 人ならマ

ンツーマンでやればいい。 

 

大沢：そうですね。満足感がありますね。 

 

前田：この腹の決め方なんだよ。 

 

で、オンラインのもう一ついいとこって、Zoom でや

るとかしたら、ブレークアウトルームっていうので20

人が受けてる。 

 

で、5 人の四つに分けるとかってした場合に、それが

瞬時にできて、瞬時に入れ替えできるっていうのは、

ものすごく面白い、リアルでできなかったことが体験

できるんですよね。 

 

大沢：そうですよね。リアルで絶対できないことが、

たくさん実はありましたね、やってると。 

 

前田：だから、この喜びを認定講師の人であったりと

か、今、受けてる人に伝えたいと思ったら、オンライ

ンってものすごい楽しい。先ほど言ったように、今ま

でリアルで 10 万でやってたのに、オンラインになっ

たら 5 万と 3 万でしかできないって思うのは、それは

オンラインの使い方とかオンラインの楽しみをちゃ

んと伝えてないんですよ。だから自分の時間単価を考

えても、移動することも要らないし、会場費も要らな

いし、瞬時に変えられるそのツールがほとんどただで
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使えるって、すごいいい時代になってる。 

 

大沢：そうですよね。すごいいい時代だなと思います、

私。 

 

前田：Zoom でも 15 ドル、1500 円ぐらいのもの。

Facebook Live、無料、グループ、無料。Google のス

プレッドシート、無料。無料でこんだけできて、で、

今までいっぱい、1０年選手、20 年選手ですごい人た

ちがいてたのと同じスタートラインにオンラインは

立てるんですよ。これ、やらないと絶対損。 

 

大沢：そうですね。もうこれは私も、私の場合は佐賀

に住んでたから、もう何て便利だろう、東京まで行か

なくていいっていう、セミナーも。だから、すごい実

はいいんだけど、どうしても皆さん、オンラインの欠

点のほうにみんな目がいってて、なかなかこう、やっ

ぱりリアルがいいよね。 

 

例えばトラブルも多いから、やっぱりトラブルから、

リアルがいいよねっていって、結局リアルが多いよう

な気がするけど、先ほど前田先生言われたように、実

はすっごいオンラインしかできないことが、実は知ら

ないのがあるし、私もやっぱり、すごい何年もやって

るので、もうオンラインは、はずせない感じになりま

したね。 

 

前田：だから大沢さんが、オンラインも 4、5 年前か

ら Zoom を取り入れ、その協会の人たちがうまくいっ

た一つは、Zoom とリザストが、大沢さんが一番最初

にやり始めて、みんなに教えてくれて、それをやりだ

したことによって、移動をしなくていい、時間も夜の

9 時からやりましょうとか、飲み会しましょうとか、

今、結構テレビで言ってるけど、僕ら、Zoom 飲み会

とかって結構当たり前で（笑）。 

 

大沢：そうそう。5 年前ぐらいからやってましたから

ね（笑）。 

 

前田：やっぱりその便利さを知り、それの仕組みを使

って付加価値をつけるっていうことをすれば、講座自

体は 1 時間１万円でも、あとの付加価値のつけ方によ

って、すごいリアル講座よりも価値を上げることがで

きるんですよね。だから、その利点を知ったうえでき

っちりと設計図を描くっていうのがものすごく大事

ですね。 

 

大沢：あ、そうそう。このコメントにもあるように、

ほんと私も海外のお客様がすごい増えました。リアル

だったら絶対無理でしたけど、もうほんと、オンライ

ンでフランスとか、私もニューヨークだったり、イギ

リスだったりとかハワイとか、もうさまざまな国、オ

ーストラリアとか、いろんな人がお客様になってくれ

るので、メリットも実はすごい多いんです。あんまり

表に出てこないんで、そういうのが。 

 

ありがとうございます。すごいたくさん面白いコメン

トもいただきました。ありがとうございます。じゃあ

ちょっと。 

 

前田：で、順番としたら、オンラインのターゲットを

決めて、その人たちに来てもらうためのフロント講座。

今までは、フロント講座がお茶会だったりとか、ラン

チ会であったりとか、体験会とかってあったものが、

これを全部オンラインでしてしまうっていうことで

すね。 

 

で、このフロントのぶんも、あとでお伝えしますけど、

今までは、1 回でフロントでクロージングするってい

うのがあったのを、僕はフロント講座を2回に分けて、

1 週間とか 2 週間あけて、あとでシェア会を入れると

かっていう仕組みによって、満足度と仲間意識ってい

うのを作ることによって本講座が売れるとかってい

うのができると思いますので、ぜひ、このフロント講
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座の新しい仕組み作りっていうのも、オンラインでし

かできない仕組み作りっていうのがあるので、知って

もらえたらなとは思います。 

 

大沢：ありがとうございます。 

 

前田：で、そのフロント講座に集客してくるときのマ

ーケティングというか、よくいわれるマーケティング

ファネルっていう、いわゆるじょうご式に、どうやっ

ていくかっていう仕組みを作っていく。 

 

だから、これからやるぶんがオンラインっていうぶん

に、リアルがオンラインに置き換わるんじゃなしに、

オンラインっていう全く新しいビジネスモデルを作

っていく、その先駆者になるのが今ならできるってい

うことですね。 

 

大沢：いいですね。オンラインという新しいビジネス

モデルですね。要は、リアルの代替えじゃないってい

う考え方にしないと延々とできないですね。なので今

回、皆さん、オンライン講座という新しいビジネス。

協会が、株式会社ではなく一般社団法人っていう新し

いビジネスモデルが前田先生が 10 年前提唱したよう

に、今回は、まずポイントは、リアルの代替えではな

いと。 

 

リアルをやったのがオンラインに変わるわけじゃな

くて、オンラインっていう新しいビジネスモデルがで

きるっていうふうにスタートしないと、うまくいかな

いですよってお話ですね。ありがとうございます。 

 

前田：次のページを見せてくれますか。 

 

大沢：はい。これですね。こんな感じでいいかな。 

 

前田：はい。 

 

今まで言ってた話のまとめなんですけど、一番最初に、

僕は、やるぶんっていうのは、この 1 番、2 番って書

いてるように、本命講座として、2 時間×6 回とか、3

時間×4 回で 12 万円の講座っていうのを作る。これ

を一番最初にするんですけど、このときにコミュニテ

ィとして、いわゆるオンラインだけでするので、どれ

だけコミュニケーション取れるか、どれだけお客さん

じゃなしに仲間になれるかっていうのが必要なので、

チームビルディングが必要になってきます。 

 

だから、コミュニティを作る、チームを作るっていう

能力がないと、これからはオンラインは難しいと思っ

てます。 

 

で、これを作って、これを作るぶんに、作ったあと、

これを受けたいと思わせるっていうのが 3番のZoom

での体験会っていうことで、これが僕は、2 時間×2 回

とか、2 時間×3 回とかっていうことで、これを受け

ることによって、体験、変化、で、継続したいなと思

わせる仕組みを作る。 

 

だからこれ、全部仕組みなんですね。みんな作ってい

くのが、よくやるのが、このスタートって書いてる集

客のところから、この左っかわやるんですけど、始め

るのは左っかわだけど、設計描くのは右っかわから描

くっていう。 

 

大沢：ああ、こっちですね。 

 

前田：ゴールから描くっていうことね。 

 

大沢：ゴール、こっちですね。 

 

前田：だから、コミュニティ作るっていうのが、最初

からやるって難しいんでちょっとあとに置いてます

けど、ともかく、今、一番最初にやることは本命講座

を作る。そのために、コミュニティを作るためのチー
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ムを作るっていうことを学ぶ。そして次に、Zoom で

体験会っていうかたちの、体験会の、いわゆるフロン

ト講座の作り方をする。で、フロント講座から、今度

は個別相談とかっていうクロージングに持っていく

っていう仕組み。 

 

これができて、次に、今、新しくみんながやってる

Facebook Live であるとか Facebook グループに入れ

るとかっていうものをしていくっていう、5 番、6 番

に入るっていうことなんで、この 5 番から入ってしま

っても何もできない。私、Facebook Live で 100 人に

見てもらいましたとか、1000 人の人が見てくれまし

たとか、で、どうするの？っていったとき、どうしま

しょうってなってしまうんですね。 

 

だから、全部ゴールから逆算して、Facebook Live や

る前に Zoom での体験会、フロント講座を作る、そこ

でクロージングする仕組みを作る。 

 

そしてそれができて、この 5 番、6 番である Facebook 

Live をしてみるとか、もう一度アメブロからのものを

やるとか、YouTube をするとかインスタをするとかっ

ていう、ここが、やる計画でいくと一番最後。やり始

めるのはここから、5 番からっていうことですね。そ

の設計を最初に作る。で、今度は実践をやりだすって

いうことをやらないといけない。 

 

大沢：何かすごくもう、有料級の講座。実はこれ、有

料の講座でやってる内容を、今日は前田先生に特別に

お話ししていただきました。本当にありがとうござい

ます。 

 

じゃあ、もうそろそろお時間になったので、ここまで、

感想とかもお話し、よかったらしていただきたいと思

うんですけど、あ、そうですね。「ゴールから設定する」

っていう、「ゴールから逆算」。 

 

そうなんですね。ゴールから逆算して設計するってい

うのが、やっぱ一番やらなくちゃいけないことなんで

すよね。なので、ここをきちんとやらなくちゃいけな

いんですけど、なかなか、私もそうなんですけど、1 人

で始めるときって、どうしても目の前の見えてるもの

からスタートするんですけど、結構設計するって、な

かなかどこでも、教えるところってないんですね、講

座の設計って。 

 

私もいろいろ講座やってたんですけどなくて、で、前

田先生から協会ビジネスの作り方のときに設計から

教えてもらったんですけど、中身ではなく、ほとんど

は中身を作られようとされるんですけど、今回、その

中身の作り方を、講座を、4 月、このゴールデンウィ

ーク期間中にスタートしようっていうことで始めま

す。 

 

で、皆さん、続き、私はやっぱり興味がある人にお伝

えしたいと思うんで、興味あるかどうかなんですけど、

具体的に今からお話しするんですけど、大丈夫でしょ

うか、皆さん。 

 

大丈夫ですっていうことだったら、ちょっと「超いい

ね」とかを押していただけると進めやすいなと思うの

で、皆さんの気持ちも（スタート？）しながら次の講

座にいきたいと思います。 

 

で、なぜこんな話をわざわざするかっていうと、私は、

ビジネスは興味がある人だけに提案するっていうの

が絶対いいと思うので、それと、一個一個確認しなが

らやったほうがいいので、こういうお話をしました。 

 

あ、具体的に、ありがとうございます。「仲間がいるか

ら作りやすい」「設計をシェアしてもらい、お互いに参

考にしながら、アドバイスを頂きながら」。そうですね。

ありがとうございます。 
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「ゴルフと同じ。教えていただくのが一番。先生、頑

張ります」。ありがとうございます（笑）。「オンライン

の可能性がさらに鮮明に」。よかったです。「興味あり

ます」。ありがとうございます。っていうことでスター

トしたいと（思います？）。ちょっとお待ちくださいね。 

 

実は、もう既に 1 期生っていうか、1 回目が 4 月の 10

日に同じようなライブをやって、そのときも 1 時間お

話をして、もう実際、当時は私たちが直接、前田先生

と私、2 人で見るのは 50 人までかなっていうことで

50 人だけ募集しました。 

 

なんと 100 人の応募がありました。で、たまたま 100

人超えるっていうことだったので、今回、今日も参加

していただいてるんですけど、私たちの、前田先生と

作ってるビジョン型コミュニティっていう、すごい応

援するコミュニティがあるんです。 

 

で、その仲間が、私、手伝いますっていうことで、ボ

ランティアで手伝ってくれて、周りに困ってる方がい

るので、私も講座でオンライン化しましたのでってい

うことで、今回 16 名のメンバーがサポートに入って、

とにかく今、100 人で作ってる真っ最中です。 

 

その中でも、すごい大好評で、私もすごく学びも深い。

で、私と前田先生も、100 人の生徒を普通はやるのは

すごく大変なんですけど、ほんと、コミュニティがあ

ることによってみんなが教え合う文化なので、ほんと、

いろんなヒントとそういうのがすごい満載です。 

 

なので今って、そういう話をしてたときに、キャンセ

ル待ちが約 25 名出ましたので、今回、第 2 段。なの

で、ちょっと第 3 段やるかどうかもわかりません。こ

れ、もう百何十人の方が参加されてるので、もうかな

りの数なので、もう急遽。ほんとは 1 回で終わろうっ

ていうことだったので、第 2 段をやりますので、多分

今回が、今のところ前田先生とは全然計画してないの

で、ぜひ、このチャンスを見逃さないでほしいなと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

あ、ありがとうございます。うれしいですね。こうい

うのはうれしいですね。「今困っている方にぜひ教え

てください」。ああ、うれしいです。 

 

そんなこと言うと、もうテンション上がりました、私

（笑）。あと「先ほどのリストが、通信環境のせいか不

明瞭で残念」。じゃああとで、これ動画も残しますので、

ぜひ見てください。 

 

「興味のある人にだけに提案する」「もちろん興味が

あります」。「次回の講座、申し込みさせていただきま

した。」申し込んでいただいてるんですね。ありがとう

ございます。 

 

「楽しみですね」「興味がある人だけで集まるからこ

そ価値がある」。そうですね。ほんと今、興味があって、

何とかしたいっていう人たちがすごく集まってるの

で、すごく楽しいので、そのお話をしていきたいなと

思います。 

 

では、ちょっとこれからお話ししていきたいなと思い

ます。第 2 段の、じゃあお話ししていきたいなと思い

ます。今回もオンライン講座の作り方っていうので、

ちょっとこれ、バナーなのでいきますね。「あなたのコ

ンテンツをオンラインにして日本中・世界中に広げよ

う！」っていうコンテンツです。 

 

で、有料のオンライン講座を作りたいけどステップが

わからない方ですね。先ほどの、特に設計ですね。ま

ずは集客とかライブをすることではなく、まず設計を

しないといけないですね。ライブで集まっても結局講

座がないと売れないので、まず有料の講座の作り方の

ステップを。 
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特に、先ほど前田先生言われたように、高単価。で、

私たちの高単価っていうのは、最低 1 時間で 1 万円以

上ですね。どうしても 3000 円ぐらいだと、結局継続

性がないので、とにかく高単価で高付加価値のオンラ

イン講座の作り方を皆さんと学んでいきたいなと思

います。 

 

で、今回は前田先生のほうから、協会ビジネスの創始

者、前田先生が、オンライン講座の作り方を伝授して

いただくっていうことで、特に作り方っていうよりも、

運営とか設計ですね。特に今回は設計のほうです。 

 

で、こんな方はお越しくださいっていうことで、オン

ライン講座に移行したい講師ですね。ただ、移行って

いうよりも、もうこれ専用で作ってください。一応こ

こではこういうふうに、今の講座をオンラインにしま

しょうっていうんですけど、ではなく、もう全く別物

として、ゼロから作ったほうがいいかなと思います。 

 

あとでくっつけるんだったらくっつけても、リアルと

相乗効果があるんならいいんですけど、やっぱりうま

くいかない人は、一生懸命、今のリアルをどうにかし

てオンラインにしようってするとなかなかうまくい

かないので、そういう設計をぜひやっていただければ

なと思います。 

 

あと、新型コロナ影響で仕事が激減した方。この時期

に、もうぜひ勉強をして、ゴールデンウィーク期間中

もどっちにしろ自粛要請だと思うので、来ていただけ

ればなと思います。 

 

あと、特に高額のオンライン講座の作り方。あと、こ

こですね。ほとんどの方が無料で、そのあと 3000 円

ぐらいまでなので、やっぱり高額で有料の講座の方法

をここでは学んでいただきたいなと思います。 

 

で、さっきと同じですね。で、同じです。私からのメ

ッセージとして、新型コロナの影響で売上が激減した

方、仕事がすべてキャンセルになった方。人と会う仕

事、特に今多いんですけど、施術系の方ですね。実際

手にふれてビジネスになった方が全部やっぱりだめ

になってて、私の周りも、やっぱりエステの業態の人

たちがすごく厳しくなったので、もうゼロから、この

期間作りましょうっていう。 

 

あと、いつ元の状態になるかわからない状態でどうし

ていいかわからない方は、これがオンライン講座です

ね。今回はオンライン講座を作るっていうよりも、継

続的なオンライン講座を作るために設計をしましょ

うっていうことですね。 

 

ここは、先ほどずっと言われたことなんでちょっと飛

ばしますね。結構 Zoom だけやってるとか、こういう

ライブだけやってる方がいるんですけど、私はやっぱ

り継続的に上がってる人はなかなか見ないので、今回

前田先生にお願いして、皆さんと一緒に作り込んでい

きたいなと思っています。 

 

なので、先ほどお話ししたように、オンライン講座は

今までの講座の延長線上じゃないんですよね。全く新

しいことが必要です。先ほど前田先生からお話があっ

たように、ほとんどの人がリアルと比べてビジネスを

やっちゃうんですね。リアル講座はこうだったね、オ

ンライン講座はこう、比較をするので全然うまくいか

ないんですね。 

 

全く違うビジネスモデルっていうふうにやらないと

うまくいかないです。私もそんな目的でいつもやって

ます。だから、リアルの代替えではないです。なので、

そういう感じでぜひやってくださいねと。 

 

で、その仕組みについて、協会の創始者の前田先生か

ら作り方を、今回 2 週間で作ります、仕組みを。もう

集中します。何回っていうよりも 2 週間で、コミュニ
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ティの仲間と一緒に2週間かけて作っていきますとい

うようなので、ちょうど 2 週間です。 

 

スケジュール的には 29 日、もう祝日ど真ん中ですけ

どやっていきます。で、これはあとでコメント欄、今

の投稿欄の一番上に貼ってますので、見ていただけれ

ばいいなと思います。あと 6 日、13 日、すべて 13 時

から 15 時です。前田先生がメイン講師で、私がホス

ト役でつきます。で、基本的に 3 万 3000 円なんです

けど、今回まで 1 万 1000 円で提供さしていただいま

す。 

 

あと特典として、私のほうから、この 2 週間でわから

ないこととかあったりとか、具体的に先が見えないっ

て方もいらっしゃるかもわかんないですけど、もう既

に成功してる人がたくさんいらっしゃるので、その人

をゲストで呼んで、具体的にどんなふうに作ってるの

かも、私のほうで、今日みたいなライブを使ってやっ

たりします。なので、講座中のレッスンも私のほうが

担当しますっていう特典を今回はしています。 

 

あとは、ここに書いているメッセージとして、オンラ

イン講座をただ始めるだけではうまくいきませんと。

そのノウハウを全部、私もそうなんですけど、前田先

生も教育の第一人者だし、私も Zoom は、もう 5 年前

から使ってて、延べ 1 万人以上のオンライン講座をや

ってます。 

 

昨日も 100 人とかレベルの講座とか、多いときは 150

～160 人の Zoom の講座もやったりとかしてますの

で、さまざまな、特に失敗事例をいっぱい持ってます。

もう失敗だらけの人生なので。で、失敗しかない。失

敗しないとノウハウって、成功のことよりも失敗をみ

んな聞きたいんで、もういっぱいありますので、私の

ほうにぜひ聞いてください。 

 

で、オンラインだからこそできる、リアルでは味わえ

ない方法を伝授したいと思います。なので、何度も言

うように、リアルの延長線上では絶対うまくいかない

ので、別物のビジネスを立ち上げるっていう。で、な

おかつオンラインの売上も超えましょうっていう私

たちのメッセージです。 

 

なので、オンライン講座を作ると家にいながら働ける、

家にいながら売上が上がる、で、家にいながら、もう

これが一番いいですね、仲間と未来を語れるので、コ

ロナのことも忘れるぐらいみんなと語り合ってます。

なので、この新型コロナの時期だからこそできる方法

を考えましょう。 

 

新型コロナが終焉したときにどんな働き方をしてい

るか。要はアフターコロナですね。多分、私たちは、

もう 1 年ぐらいはかかると思うので、1 年間もう腹を

決めて、とにかくもうオンラインで 100％やる。プラ

ス、その間に 1 年後のコロナが終息したときはどうす

るかをまた設計し直せばいいかなと、そんなすばらし

いオンライン講座にしていきたいと思っていますの

で、よろしくお願いします。っていう感じでお話しし

ました。 

 

っていうことなんですけど、皆さん、いかがだったで

しょうか。ここに関しては、これですね。継続的に売

上を上げるオンライン講座っていうことで、これから

こちらのほうに載せておきますので、皆さん、コメン

ト欄にもしますので、よかったらお願いします。 

 

では、以上になりますので、よかったら、また最後に

一言コメントを入れて、最後に前田先生にメッセージ

をしていただきたいと思うので、よかったら今日の感

想も含めて、一言、今日はどんな感じだったのかって

いうのをアウトプットしていただければうれしいと

思いますので、よろしくお願いします。大丈夫でしょ

うか、皆さん。 
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ちょっとコメントに入れようと思ってるんですけど

入れれないな。ちょっと待ってくださいね。ありまし

た、ここだ。じゃあちょっとあとで入れときます。ど

こに書いてあるかっていうと、今日のライブの投稿欄

に入れています。と、あともう一つ、ここにも入れま

す。わかりますかね。 

 

これです。見えますかね。コメント欄に、今、入れま

した。なので、よかったらこちらからお申し込みくだ

さい。ありがとうございます。 

 

じゃあちょっと最後、コメントを拾って。ひやまさん、

「興味あります」。ありがとうございます。藤田さん、

ありがとうございます。「勉強させていただいていま

す」。そうですね。今一緒に作り込んでますね。さやま

さん、「前田先生と大沢先生と仲間のおかげで、オンラ

イン講座の見通しが立ってきました」。よかった。うれ

しい、これは。これはうれしい。見通しが立ってきま

したってうれしいです。 

 

継続的に売上を上げるオンライン講座の作り方がこ

こですね。 

 

国広さん、「オンライン講座の可能性を実感しました」。

そうですよね。国広さんも私と同じように田舎なんで。

田舎って言ったらいかん。広島なんですね。ありがと

うございます。「わくわくしてきました」、Yumiko さ

ん。 

 

ぜひぜひお待ちしてますのでよろしくお願いします。

あと佐藤友美さん、「逆算して設計図ですね。勉強意欲

がわくわくしてきました。ありがとうございました」。

うれしいです。ありがとうございます。 

 

あまがいしげこさん、「ありがとうございます」。大熊

さん、「楽しんでます」。よかったです。「ありがとうご

ざいました」。国広さん、ありがとうございました。酒

井さん。ああ、うれしい。 

 

「必要な方々にシェアさせていただきます」。ありが

とうございます。助かります、これもほんと。たくさ

んの人に今回も来ていただきたいなと思います。 

 

尾田さん、「オンライン講座はリアルの代替えでない

という部分がすごく響きました。引き続き学ばせてい

ただきます」。そうですね。今もう学んでいただいてる

ので、ぜひ全く新しいビジネスモデルを一緒に、コロ

ナにも負けない新しいモデルを作りましょう。 

 

五十嵐かよさん、「全くの初心者ですが、参加して大丈

夫でしょうか」。もう全く（笑）。あ、ポイントは、参

加する方は 10 万円以上の講座を作る方ですよ。私は

作りますっていう方。なので、基本的に学ぶっていう

よりも、どちらかっていうと講座を一緒にもう設計し

ていきますんで。 

 

たくさんの経営者と一緒に、すごいメンバーもたくさ

んいらっしゃいますんで、すごく学びが、ステージが

やっぱり上がりますよね、学ぶ人たちが多いと。私が

協会ビジネスやったときに、有名著者ばっかりで、あ

あ、どうしよう、場の違うとこに来たと思ったんです

けど、そういう人たちから引き上げられた感じがしま

す。 

 

「ありがとうございます。わくわくします」っていう、

うれしいですね。あと「田舎に住んでるので助かりま

す」。そうですよね。あ、ひなた舞衣ちゃん、「ゴール

から設定する。講座申し込みさせていただきました」。

よかったです。ありがとうございます。ぜひまた一緒

に作り上げましょう。宮崎から発信できますんで大丈

夫ですよ、ひなたさん。 

 

松本さん、「講座よろしくお願いします」。ぜひ。申し

込んでいただいてありがとうございます。花澤さんも、
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「とてもわかりやすく未来が楽しみです」。よかった

です。ありがとうございます。 

 

あ、海外在住者なんですね。もう海外から、ぜひ配信

してもらいたいです。海外は、すごいロックダウンと

か結構大変な感じだと思うのでよかったです。ってい

うことで、一旦ここで、あ、もう 1 人いきましょうか。

「わくわくします。明日の講座も楽しみです」。そうで

すね。もう実際受講されてる方も来ていただいて、う

れしいですね。「わくわくします。オンラインが大好き

になりました」。あ、次々に。「ありがとうございまし

た。いろいろ勉強になりました」。はい、よろしくお願

いします。では、一旦ここでコメントの読み上げ終わ

りたいと思いますので、最後に前田先生からメッセー

ジのほうをお願いできないかなと思います。よろしく

お願いします。 

 

前田：はい。 

 

アフターコロナって言ったぶんは、最近、僕、ウィズ

コロナって言い方を変えてるんですけど、やっぱりも

う、この講師業界の中で言うと、この働き方が当たり

前になってくると思うんですね。 

 

今までオンラインでとかって言っても、オンラインな

んてって言った人が強制的にオンラインをやりだし、

受けてる人もオンラインで受け出す。で、この便利さ

であるとか、この働き方っていう良さをどんどん自分

たちがわかりだして伝えてくると、なかなかもう元の

90％リアル、10％オンラインっていう働き方には戻

れません。 

 

でいくと、全く新しい働き方を自分が積極的にやる人

と仕方なしにやる人の差って、ものすごいおっきいん

ですね。 

 

僕、ずっと言い続けてるぶんは、未来をわくわくして

今わくわくできる人が成功すると思ってます。だから、

わくわくする未来を描いて、わくわくしながら今一緒

にするっていうことは、そういう人たちと一緒にやら

なかったら、そんなことしてどうするのよとか、オン

ラインなんてだめなんだよって言う人が周りにいて

やってもうまくいかない。 

 

自分がこんなことやりたいっていうのと同じように

いく人たちと、一緒に設計し実践していくっていうの

がこれから大事になると思います。 

 

ぜひ 10 年後の第一人者として輝く、もう多分、今回

でいくと 3 年後、この分野で第一人者っていうのは、

今から始めた人でも十分に第一人者っていうポジシ

ョン取れると思いますので、一緒に作っていきたいと

思います。一緒に楽しみましょう。 

 

大沢：ありがとうございます。本当にありがとうござ

いました。長時間、もう 1 時間 15 分ぐらい、皆さん、

お付き合いしていただいてます。ということで、今日

はこの辺で終わりたいと思います。よかったら、最後

にまた「超いいね」を押していただけると、すごく私

たちもうれしいので、よろしくお願いします。あ、い

っぱいきました「超いいね」が。ありがとうございま

す、皆さん。こうやって拍手もたくさんもらってます。 

 

ぜひ 4 月の 29 日、ゴールデンウィーク真っただ中な

んですけど、このゴールデンウィークしかできないこ

とが。来年は、多分ゴールデンウィーク、もうみんな

でバカンスやってることだと思うんですけど、今年は、

もう学びで、新しい時代の、一緒に幕開けをともにし

て、とにかく日本を元気にして、やっぱり日本の未来

を私たちで作れていけたらなと思いますんで、よろし

くお願いします。それでは皆さん、ありがとうござい

ました。さようなら。ありがとうございます。 

 

 


